
(57)【要約】

【課題】耐熱環境性に優れ、コネクタ接続が容易にでき

、コンパクトで、かつ低価格な電子回路装置の回路基板

およびその製造方法を提供する。

【解決手段】絶縁材および配線導体からなる積層板２８

と、コネクタ端子１０～１９と、を有する電子回路装置

５０の回路基板１であって、前記積層板２８は、コア材

２４を含む硬質積層部２８ａと前記コア材を含まない弾

性積層部２８ｂとから形成され、該弾性積層部２８ｂに

は、前記コネクタ端子１０～１９が接続される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 か ら な る 積 層 板 と 、 コ ネ ク タ 端 子 と 、 を 有 す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路
基 板 で あ っ て 、
前 記 積 層 板 は 、 コ ア 材 を 含 む 硬 質 積 層 部 と 前 記 コ ア 材 を 含 ま な い 弾 性 積 層 部 と か ら 形 成 さ
れ 、 該 弾 性 積 層 部 に は 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 が 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 回 路 装 置 の
回 路 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 配 線 導 体 は 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 が 導 電 可 能 に 接 合 さ れ る よ う 、 前 記 弾 性 積 層 部 に あ る
前 記 コ ネ ク タ 端 子 を 挿 入 す る 挿 入 孔 の ま わ り お よ び そ の 内 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層 部 は 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 が 接 続 さ れ る 配 線 導 体 の 周 り ５ ０ μ ｍ
以 上 の 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層 部 は 、 前 記 挿 入 孔 の 壁 面 か ら ５ ０ μ ｍ 以 上 の 領 域 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 積 層 板 の 前 記 硬 質 積 層 部 は 、 電 子 部 品 を 実 装 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 積 層 板 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子
回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 コ ア 材 は 、 金 属 ま た は 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 絶 縁 材 は 、 単 体 の 合 成 樹 脂 、 ガ ラ ス フ ィ ラ ま た は セ ラ ミ ッ ク ス フ ィ ラ を 混 合 し た 合 成
樹 脂 、 ま た は 合 成 樹 脂 を ガ ラ ス 繊 維 に 含 浸 さ せ た も の で あ り 、 前 記 配 線 導 体 は 、 銅 箔 を 積
層 後 、 穴 開 け 、 銅 メ ッ キ 、 エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 さ れ る 銅 配 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層 部 に Ｅ Ｍ Ｉ 用 の チ ッ プ 部 を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 前 記 回 路 基 板 は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ る も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 回 路 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 か ら な る 積 層 板 と 、 コ ネ ク タ 端 子 と 、 を 有 す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路
基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 積 層 板 は 、 一 枚 板 の コ ア 材 か ら そ の 板 の 一 部 を 取 り 除 い て
除 去 部 を 形 成 し 、 該 コ ア 材 の 表 面 及 び 前 記 除 去 部 に 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 を 積 層 し て 積 層
部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 積 層 部 の 前 記 除 去 部 に 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に
記 載 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 お よ び そ の 製 造 方 法 に 係 り 、 特 に 、 自 動 車 等 の 過 酷 に
温 度 変 化 が 生 じ る 環 境 下 に 実 装 し て 好 適 な 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 お よ び そ の 製 造 方 法 に
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関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 に 入 出 力 接 続 用 の コ ネ ク タ ピ ン を 接 続 す る 場 合 、 回 路 基 板
上 に 設 け ら れ た ア ル ミ パ ッ ト な ど か ら な る ラ ン ド と 、 コ ネ ク タ ピ ン に 接 合 さ れ た 基 盤 ケ ー
ス 内 の 電 極 板 と 、 を ワ イ ヤ を 介 し て ア ル ミ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ な ど で 接 続 し て い た （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た は 、 回 路 基 板 の 銅 配 線 と コ ネ ク タ ピ ン か ら ア ル ミ ま た は 銅
な ど の ワ イ ヤ を 介 し て 、 は ん だ 付 け に よ っ て 接 続 し て い た 。 こ の よ う に 、 回 路 基 板 と コ ネ
ク タ ピ ン と の 間 に 柔 軟 性 の あ る ワ イ ヤ を 用 い る こ と に よ り 、 回 路 基 板 と コ ネ ク タ 端 子 の 線
膨 張 係 数 の 差 で 接 続 部 に 発 生 す る 熱 応 力 を 緩 和 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ８ ６ ９ ３ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 に 示 し た 熱 応 力 を 緩 和 さ せ る た め に ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ま た は リ ー ド 線 を 用
い た 構 造 は 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ま た は リ ー ド 線 を 介 し て 回 路 基 板 と コ ネ ク タ 端 子 を 一 本
一 本 接 続 す る た め 接 続 部 数 が 多 く 作 業 時 間 も 要 し 、 そ の 接 続 部 の 信 頼 性 の 確 保 も 容 易 で は
な か っ た 。 ま た 、 そ れ ら の 作 業 を 確 実 に 行 う た め に は 、 多 大 な 設 備 投 資 も 要 し た 。 更 に 、
ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ま た は リ ー ド 線 の 収 納 ス ペ ー ス お よ び そ れ ら を 接 続 す る 作 業 ス ペ ー ス
を 考 慮 し た 装 置 と な る た め 、 装 置 そ の も の が 大 き く な っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 如 き 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
前 記 環 境 下 に お い て 熱 応 力 を 緩 和 さ せ る 構 造 を 有 し 、 過 剰 な 設 備 投 資 を す る こ と な く 作 業
性 を 向 上 さ せ た コ ン パ ク ト な 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と
に あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 信 頼 性 を 確 保 し か つ 製 造 コ ス ト の 安 価 化 を 目 的 と す る 電 子
回 路 装 置 の 回 路 基 板 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体
か ら な る 積 層 板 と 、 コ ネ ク タ 端 子 と 、 を 有 す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 で あ っ て 、 前 記 積
層 板 は 、 コ ア 材 を 含 む 硬 質 積 層 部 と 前 記 コ ア 材 を 含 ま な い 弾 性 積 層 部 と か ら 形 成 さ れ 、 該
弾 性 積 層 部 に は 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 コ ア 材 を 含 ま な い 絶 縁 材 お
よ び 配 線 導 体 で 形 成 さ れ た 弾 性 積 層 部 に よ り 熱 応 力 を 緩 和 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 に お い て 前 記 配 線 導 体 は 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子
が 導 電 可 能 に 接 合 さ れ る よ う 、 前 記 弾 性 積 層 部 に あ る 前 記 コ ネ ク タ 端 子 を 挿 入 す る 挿 入 孔
の ま わ り お よ び そ の 内 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 は ん だ な ど の 導 電 性 接 合 材
料 を 用 い て 、 弾 性 積 層 部 に 形 成 さ れ た 配 線 導 体 に コ ネ ク タ 端 子 を 接 続 す る こ と に よ り 、 ア
ル ミ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 用 の ア ル ミ パ ッ ト の 搭 載 等 が 不 要 と な り 、 作 業 性 の 向 上 お よ び 過
剰 な 設 備 投 資 の 抑 制 が 可 能 と な る 。 更 に 、 コ ネ ク タ 端 子 を 回 路 基 板 に 直 接 挿 入 す る 場 合 は
、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ま た は リ ー ド 線 を 用 い た 場 合 と 比 べ 、 接 続 箇 所 が 回 路 基 板 上 の み と
な る こ と で 接 続 部 数 が 減 り 、 さ ら な る 作 業 性 の 向 上 が 図 れ る と と も に 、 電 子 回 路 装 置 の 大
き さ も コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 前 記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層 部 が 、 前 記 コ ネ ク タ
端 子 が 接 続 さ れ る 配 線 導 体 の 周 り ５ ０ μ ｍ 以 上 の 領 域 で あ り 、 前 記 積 層 板 の 残 り の 領 域 は
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、 前 記 硬 質 積 層 板 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 具 体 的 な 態 様 で は 、 前 記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層
部 は 、 前 記 挿 入 孔 の 壁 面 か ら ５ ０ μ ｍ 以 上 の 領 域 で あ り 、 前 記 積 層 板 の 残 り の 領 域 は 、 前
記 硬 質 積 層 板 で あ る 。 更 に 、 別 の 態 様 で は 、 前 記 積 層 板 の 前 記 硬 質 積 層 部 は 、 電 子 部 品 を
実 装 し て お り 、 前 記 積 層 板 の 残 り の 領 域 は 、 前 記 弾 性 積 層 板 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 更 な
る 具 体 的 な 態 様 で は 、 前 記 積 層 板 が 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 積 層 板 を 構 成 す る 硬 質 積 層
部 お よ び 弾 性 積 層 部 の 領 域 を 前 記 の よ う に 特 定 す る こ と で 、 確 実 に 熱 応 力 の 緩 和 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 前 記 コ ア 材 が 、 金 属 ま た は 樹 脂 か ら な り
、 前 記 絶 縁 材 が 、 単 体 の 合 成 樹 脂 、 ガ ラ ス フ ィ ラ ま た は セ ラ ミ ッ ク ス フ ィ ラ を 混 合 し た 合
成 樹 脂 、 ま た は 合 成 樹 脂 を ガ ラ ス 繊 維 に 含 浸 さ せ た も の で あ り 、 前 記 配 線 導 体 は 、 銅 箔 を
積 層 後 、 穴 開 け 、 銅 メ ッ キ 、 エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 さ れ る 銅 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 コ ア 材 に 金 属 ま た は 樹 脂 を
用 い る こ と が 可 能 で あ る が 、 特 に 銅 な ど の 金 属 を 用 い る と 、 樹 脂 に 比 べ て 電 子 回 路 装 置 の
放 熱 性 が 上 が り 信 頼 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 は 、 従 来 と 同 等 の 材 料 を
使 用 す る こ と で 、 従 来 の サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ 法 に よ り 加 工 が 可 能 と な り 、 大 幅 な 加 工 装 置 の
改 良 ・ 改 善 の 必 要 が な く 、 設 備 投 資 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 は ん だ な ど の 導 電 性 接 合 材 料 を 用 い て 前
記 積 層 板 の 前 記 弾 性 積 層 部 に Ｅ Ｍ Ｉ 用 の チ ッ プ 部 を 接 合 す る 。
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 回 路 装 置 が コ ン パ ク ト 化 さ
れ た 結 果 と し て 、 よ り コ ネ ク タ 端 子 に 近 い と こ ろ に 、 Ｅ Ｉ Ｍ 用 の チ ッ プ を 配 置 が で き る の
で 、 部 品 や 回 路 か ら 発 生 し た ノ イ ズ が 、 伝 導 や 放 熱 に よ っ て 他 の 部 品 に 与 え る 影 響 を 効 果
的 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ た 電 子 回 路 装 置 で あ る 。 本 発 明 に
係 る 電 子 回 路 装 置 を 自 動 車 の エ ン ジ ン の 運 転 を 制 御 す る た め の 電 子 回 路 装 置 と し て 用 い れ
ば 、 搭 載 の た め の ス ペ ー ス 制 限 が あ る 場 所 に で も 容 易 に 実 装 で き る と 共 に 、 大 き な 温 度 変
化 の 生 じ る 厳 し い 環 境 下 に お い て も 正 確 か つ 好 適 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に 係 る コ ネ ク タ 端 子 を 有 す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 方 法 は 、 絶 縁 材 お よ び
配 線 導 体 か ら な る 積 層 板 と 、 コ ネ ク タ 端 子 と 、 を 有 す る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 方
法 に お い て 、 前 記 積 層 板 は 、 一 枚 板 の コ ア 材 か ら そ の 板 の 一 部 を 取 り 除 い て 除 去 部 を 形 成
し 、 該 コ ア 材 の 表 面 及 び 前 記 除 去 部 に 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 を 積 層 し て 積 層 部 を 形 成 す る
。 ま た 、 前 記 積 層 部 の 前 記 除 去 部 に 、 前 記 コ ネ ク タ 端 子 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 の ご と く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 熱 応 力 が 緩
和 す る 構 造 を 有 し た 回 路 基 板 の 製 造 が 可 能 と な り 、 コ ネ ク タ 端 子 と 回 路 基 板 と の 接 続 も 容
易 と な る 。 ま た 、 回 路 基 板 の 加 工 手 法 が 、 コ ア 材 を 用 い た 従 来 と 同 様 の サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ
法 で 配 線 導 体 を 形 成 す る 手 法 で あ る た め 設 備 投 資 の 抑 制 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の い く つ か の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 平 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線
断 面 図 で あ る 。
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 子 回 路 装 置 （ 電 子 モ ジ ュ ー ル ） ５ ０ は
、 合 成 樹 脂 製 の ハ ウ ジ ン グ ２ ２ 内 に 回 路 基 板 １ が 収 納 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ の 上 面
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に は 、 樹 脂 カ バ ー ２ ３ が 接 着 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ の 底 面 に は 、 金 属 ベ ー ス ２ が 接
着 剤 ３ ７ に よ り 接 合 さ れ 、 そ の 内 部 に は 、 前 記 回 路 基 板 １ が 接 着 剤 ３ ６ に よ っ て 接 合 さ れ
て い る 。 ま た 、 前 記 金 属 ベ ー ス ２ に は 、 電 子 回 路 装 置 ５ ０ の 電 気 的 入 出 力 用 の コ ネ ク タ 端
子 １ ０ ～ １ ９ が 挿 入 さ れ た コ ネ ク タ ２ ０ が 接 着 剤 ３ ８ に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 回 路 基 板 １ は 、 絶 縁 材 及 び 配 線 導 体 が 幾 重 に も 積 層 さ れ た 部 分 ３ １ か ら な る 積 層 板 ２
８ を 有 し 、 該 積 層 板 ２ ８ は 、 コ ア 材 ２ ４ を 含 む 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ と コ ア 材 を 含 ま な い 弾 性
積 層 部 ２ ８ ｂ と で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ の 上 面 に は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ
ュ ー タ （ Ｉ Ｃ チ ッ プ ） 、 抵 抗 チ ッ プ な ど の 電 子 部 品 ３ ～ ９ が 搭 載 さ て れ い る 。 前 記 コ ア 材
２ ４ は 、 ア ル ミ ま た は 銅 な ど の 金 属 で も よ く 、 樹 脂 等 で も よ い 。 コ ア 材 ２ ４ に 金 属 を 選 定
し た 場 合 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 回 路 基 板 １ の 放 熱 性 が 上 が る た め 、 電 子 回 路 装 置 ５ ０ の 信
頼 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 絶 縁 材 及 び 配 線 導 体 が 幾 重 に も 積 層 さ れ た 部 分 ３ １ を 構 成 す る 前
記 絶 縁 材 は 、 単 体 の 合 成 樹 脂 、 ガ ラ ス フ ィ ラ ま た は セ ラ ミ ッ ク ス フ ィ ラ を 混 合 し た 合 成 樹
脂 、 ま た は 合 成 樹 脂 を ガ ラ ス 繊 維 に 含 浸 さ せ た も の な ど か ら な り 、 前 記 配 線 導 体 は 、 銅 箔
な ど の 電 気 伝 導 性 お よ び 加 工 性 に 優 れ た 材 料 を 積 層 後 、 穴 開 け 、 メ ッ キ 、 エ ッ チ ン グ に よ
り 形 成 さ れ る 配 線 か ら な る 。 こ の 他 に も 、 回 路 基 板 １ の 積 層 板 ２ ８ を フ レ キ シ ブ ル 基 板 に
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 積 層 板 ２ ８ の 一 部 で あ る 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ に は 、 コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～
１ ９ を 配 置 す る た め の 貫 通 孔 ３ ９ を 設 け て お り 、 該 貫 通 孔 ３ ９ お よ び そ の 内 面 に は 、 配 線
導 体 か ら な る 電 極 を 構 成 し て お り 、 前 記 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ は 、 前 記 配 線 導 体 か ら な る 電 極
の ま わ り ５ ０ μ ｍ 以 上 の 領 域 で あ り 、 積 層 板 の 残 り の 領 域 は 、 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ と な っ て
い る 。 ま た 、 前 記 電 極 と コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ と は 、 電 気 的 に 導 電 可 能 と な る よ う に は
ん だ な ど の 導 電 性 接 合 材 ２ １ に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 構 造 に よ り 、 回 路 基 板 １ と コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ と の 線 膨 張 係 数 の 差 に よ り 接 続
箇 所 に 発 生 す る 熱 応 力 は 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ で 受 け て 該 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ が 変 形 す る こ と で
緩 和 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 従 来 の よ う に リ ー ド 線 に よ り コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９
と 回 路 基 板 １ と を 接 続 さ せ る 場 合 と 比 べ て 、 接 続 箇 所 が 回 路 基 板 １ の 積 層 板 ２ ８ 上 の み と
な る た め 作 業 効 率 が 向 上 す る 。 更 に 、 本 実 施 形 態 は 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ま た は リ ー ド 線
の 収 納 ス ペ ー ス が 不 用 と な り 、 こ の 不 用 に 伴 っ て 接 続 に 要 す る 必 要 作 業 ス ペ ー ス が 減 少 す
る た め 、 電 子 回 路 装 置 ５ ０ の コ ン パ ク ト 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 図 ３ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 回 路 基 板 １ を 構 成 す る 積 層 板 ２ ８
の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 製 造 時 の 作 業 工 程 の 内 容 を 示 し て お り 、
（ ｂ ） は そ の 各 作 業 工 程 に 対 応 し た 積 層 板 の 断 面 の 状 態 を 示 し て い る 。 ま ず 、 製 造 ス テ ッ
プ ４ １ で は 、 コ ア 材 ２ ４ を 挟 ん だ 層 間 を 電 気 的 に 接 続 す る 部 分 お よ び コ ネ ク タ 端 子 を 接 続
す る 部 分 を 考 慮 し て 、 コ ア 材 ２ ４ を エ ッ チ ン グ ま た は ド リ ル な ど の 穴 開 け に よ り 部 分 的 に
除 去 す る 。 次 に 、 製 造 ス テ ッ プ ４ ２ で は 、 コ ア 材 ２ ４ に 黒 化 還 元 処 理 な ど の 前 処 理 を 施 し
、 単 体 の 合 成 樹 脂 、 ガ ラ ス フ ィ ラ ま た は セ ラ ミ ッ ク フ ィ ラ を 混 合 し た 合 成 樹 脂 、 ま た は 合
成 樹 脂 を ガ ラ ス 繊 維 に 含 浸 さ せ た プ リ プ レ グ な ど の 絶 縁 材 ２ ５ と 配 線 導 体 ２ ６ と な る 銅 箔
と を 積 層 し 、 加 熱 ・ 加 圧 に よ り 接 着 す る 。 そ の 後 、 表 裏 面 の 配 線 導 体 ２ ６ と な る 銅 箔 ま た
は コ ア 材 ２ ４ と 電 気 的 接 続 を 行 う 部 分 に レ ー ザ ま た は ド リ ル で 穴 開 け を 行 う 。 更 に 製 造 ス
テ ッ プ ４ ３ で は 、 穴 開 け 加 工 を 施 し た も の に 、 銅 メ ッ キ を 行 う こ と で 、 コ ア 材 ２ ４ を 挟 ん
だ 層 間 が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 更 に 製 造 ス テ ッ プ ４ ４ で は 、 前 記 コ ア 材 ２ ４ と 前 記 絶 縁 材
２ ５ お よ び 配 線 導 体 ２ ６ と な る 前 記 銅 箔 を メ ッ キ に よ り 接 着 し た も の に 、 内 層 の 焼 き 付 け
お よ び 内 層 パ タ ー ン の 形 成 を 行 い 、 内 層 回 路 が 完 成 す る 。 最 後 に 、 製 造 ス テ ッ プ ４ ５ に お
い て 、 前 記 内 層 回 路 に プ リ プ レ グ な ど の 絶 縁 材 ２ ５ と 配 線 導 体 ２ ６ と な る 銅 箔 を 積 層 し 、
加 熱 ・ 加 圧 に よ り 接 着 後 、 穴 開 け 、 メ ッ キ 、 表 層 パ タ ー ン の 形 成 を 行 い 、 更 に ソ ル ダ レ ジ
ス ト ２ ７ を 形 成 す る こ と で 、 絶 縁 材 ２ ５ と 配 線 導 体 ２ ６ と か ら 形 成 さ れ た 積 層 板 ２ ８ が 完
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成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 製 造 方 法 に よ り 、 回 路 基 板 １ の 積 層 板 ２ ８ は 、 あ ら か じ め 、 コ ア 材 ２ ４ に コ ネ ク タ
端 子 １ ０ ～ １ ９ が 接 続 さ れ る 部 分 を エ ッ チ ン グ ま た は ド リ ル な ど に よ り 穴 開 け を し て 抜 い
て 挿 入 孔 ３ ９ と し て あ る た め 、 回 路 基 板 １ と コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ と の 線 膨 張 係 数 の 差
に よ り 発 生 す る 熱 応 力 は 、 絶 縁 材 ２ ５ と 配 線 導 体 ２ ６ と で 形 成 さ れ た 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ が
変 形 す る こ と に よ り 緩 和 さ れ る 。 ま た 、 穴 開 け に よ り 挿 入 孔 ３ ９ を 設 け る こ と で コ ネ ク タ
端 子 １ ０ ～ １ ９ と 回 路 基 板 １ と の 接 続 も 容 易 と な る 。 更 に 、 積 層 板 ２ ８ の 加 工 手 法 は 、 コ
ア 材 ２ ４ を 用 い た 従 来 と 同 様 の サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ 法 で 配 線 導 体 を 形 成 す る 手 法 で あ る た め
設 備 投 資 の 抑 制 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ お よ び 図 ５ は 電 子 回 路 装 置 ５ １ の 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形 態 で は
、 前 記 積 層 板 ２ ８ を 形 成 す る コ ア 材 ２ ４ 、 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 を 適 正 な 材 質 ま た は 厚 み
に 選 定 し 、 コ ア 材 を 含 ま な い 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ が 、 コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ を 挿 入 す る 挿
入 孔 ３ ９ の 壁 面 か ら ５ ０ μ ｍ 以 上 の 領 域 を 有 し 、 積 層 板 ２ ８ を 形 成 す る そ れ 以 外 の 領 域 は
硬 質 積 層 板 ２ ８ ａ と す る 。 こ の こ と に よ り 、 回 路 基 板 １ と コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ と の 線
膨 張 係 数 の 差 に よ り 接 続 箇 所 に 発 生 す る 熱 応 力 は 、 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ が 変 形 す る こ と に よ
り 緩 和 さ れ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ り 電 子 回 路 装 置 ５ １ も コ ン パ ク ト と な り 、 製
造 時 の 作 業 効 率 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 図 ６ お よ び 図 ７ は 電 子 回 路 装 置 ５ ２ の 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形
態 は 、 絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 か ら な る 積 層 板 ２ ８ は 、 コ ア 材 ２ ４ が 矩 形 の 形 状 を し て 積 層
さ れ た 領 域 の 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ と 、 該 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ 以 外 の 領 域 の コ ア 材 を 含 ま な い 弾
性 積 層 部 ２ ８ ｂ と 、 で 構 成 さ れ 、 該 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ に は 電 子 部 品 ３ ～ ９ が 実 装 さ れ 、 該
弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ に は コ ネ ク タ ー 端 子 １ ０ ～ １ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に す
る こ と で も 、 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ が 熱 応 力 を 緩 和 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 図 ８ は 電 子 回 路 装 置 ５ ３ の 更 に 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形 態 は 、
絶 縁 材 お よ び 配 線 導 体 か ら な る 積 層 板 ２ ８ は 、 コ ア 材 ２ ４ が 矩 形 の 形 状 を し て 積 層 さ れ た
領 域 の 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ と 、 該 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ 以 外 の 領 域 の コ ア 材 を 含 ま な い 弾 性 積 層
部 ２ ８ ｂ と 、 で 構 成 さ れ 、 該 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ に は 電 子 部 品 ３ ～ ９ が 実 装 さ れ 、 該 弾 性 積
層 部 ２ ８ ｂ に は コ ネ ク タ ー 端 子 １ ０ ～ １ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 硬 質 積 層 部 ２ ８ ａ
と 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ と の 境 界 部 分 に 近 い 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ 側 に 、 折 り 曲 げ 形 状 部 ２ ９ を 設
け て い る 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 熱 応 力 発 生 時 に 、 折 り 曲 げ 形 状 部 ２ ９ が 弾 性 体
と し て バ ネ の ご と く 作 用 す る た め 、 更 な る 応 力 緩 和 の 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 図 ９ は 電 子 回 路 装 置 ５ ４ の 更 に 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形 態 は 、
図 ８ の 構 造 に 付 け 加 え て 、 電 子 回 路 装 置 ５ ４ 自 体 が コ ン パ ク ト に な っ た 結 果 、 積 層 板 ２ ８
の 一 部 を 形 成 す る 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ に は ん だ な ど の 導 電 性 接 合 材 料 ２ １ を 用 い て 、 Ｅ Ｍ Ｉ
用 の チ ッ プ 部 品 ３ ０ な ど を 搭 載 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 、 コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ 近
く に Ｅ Ｉ Ｍ 用 の チ ッ プ 部 品 ３ ０ を 配 置 で き る の で 、 部 品 や 回 路 か ら 発 生 し た ノ イ ズ が 伝 導
や 放 熱 に よ っ て 他 の 部 品 に 与 え る 影 響 を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 電 子 回 路 装 置 ５
４ の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 １ ０ は 電 子 回 路 装 置 ５ ５ の 更 に 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形 態 は
コ ネ ク タ ２ ０ お よ び 該 コ ネ ク タ ２ ０ に 挿 入 さ れ た コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ の 位 置 が ハ ウ ジ
ン グ ２ ２ の 側 面 に 配 置 さ れ て い る も の で あ り 、 コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ は Ｌ 字 型 に 形 成 さ
れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 積 層 板 ２ ８ の 一 部 を 形 成 す る 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ
ば か り で な く 、 コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ の Ｌ 字 部 も 変 形 す る こ と に よ り 更 に 熱 応 力 を 緩 和
す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 図 １ １ は 電 子 回 路 装 置 ５ ６ の 更 に 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 該 実 施 形 態 は
、 回 路 基 板 １ と コ ネ ク タ 端 子 １ ０ ～ １ ９ は 、 ア ル ミ パ ッ ド な ど の 接 続 用 電 極 ４ ０ を 介 し て
、 ア ル ミ ニ ウ ム ボ ン デ ィ ン グ ま た は ア ル ミ 、 銅 な ど の リ ー ド 線 ４ １ を 用 い て 接 続 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 図 １ ０ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 積 層 板 ２ ８ の 一 部 を
形 成 す る 弾 性 積 層 部 ２ ８ ｂ ば か り で な く 、 リ ー ド 線 ４ １ も 変 形 す る こ と に よ り 更 に 熱 応 力
を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
更 に 、 本 発 明 に 係 る 前 記 回 路 基 板 を 有 し た 電 子 回 路 装 置 ５ ０ ～ ５ ６ は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 、
エ ン ジ ン の 吸 い 込 む 空 気 量 、 エ ン ジ ン の 温 度 等 を 入 力 し 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （ Ｉ Ｃ ）
に よ っ て エ ン ジ ン 運 転 に 最 適 な 燃 料 供 給 、 点 火 信 号 を 出 力 す る よ う な 自 動 車 エ ン ジ ン を 制
御 す る 電 子 回 路 装 置 と し て 使 用 す る の が 良 い 。 こ の よ う な 用 途 に よ り 、 搭 載 の た め の ス ペ
ー ス 制 限 が あ る 場 所 で も 容 易 に 実 装 で き る と 共 に 、 大 き な 温 度 変 化 の 生 じ る 厳 し い 環 境 下
に お い て も 正 確 か つ 好 適 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 の 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、
種 々 の 設 計 変 更 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。 た と え ば 、 前 記 実 施 形 態 の い く つ か に お
い て は 、 コ ネ ク タ 端 子 が 貫 通 す る よ う に 回 路 基 板 が 形 成 さ れ て い る が 、 コ ネ ク タ 端 子 は 回
路 基 板 に 貫 通 す る 必 要 は な く コ ネ ク タ 端 子 が 接 続 可 能 な 構 造 で あ れ ば よ い 。 ま た 電 子 回 路
装 置 お よ び そ の 回 路 基 板 を 形 成 す る 材 質 も 、 前 記 に 示 し た 機 能 を 満 た せ ば 、 前 記 の 実 施 形
態 に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 理 解 で き る よ う に 、 本 発 明 の 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 は 、 自 動 車 等 の 温 度
変 化 が 生 じ る 過 酷 な 環 境 下 に 実 装 し た 場 合 お い て も 、 回 路 基 板 と コ ネ ク タ 端 子 の 線 膨 張 係
数 の 差 に よ り 接 続 箇 所 に 発 生 す る 熱 応 力 を 、 絶 縁 材 と 配 線 導 体 で 形 成 さ れ た 弾 性 積 層 部 で
受 け る こ と に よ り 緩 和 す る こ と が で き る 。 ま た 、 過 剰 な 設 備 投 資 を す る こ と な く 作 業 性 を
向 上 さ せ た コ ン パ ク ト な 電 子 回 路 装 置 の 製 造 が 可 能 と な り 、 こ れ ら の 結 果 、 装 置 の 信 頼 性
が 確 保 さ れ 、 か つ 製 造 コ ス ト の 安 価 化 が 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 一 実 施 形 態 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ３ の （ ａ ） は 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 回 路 基 板 の 製 造 工 程 を 示 す 説 明 図 で
あ り 、 図 ３ の （ ｂ ） は 、 図 ３ の （ ａ ） の 作 業 に 伴 う 積 層 板 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 回 路 基 板
２ 　 　 　 　 　 　 金 属 ベ ー ス
３ － ９ 　 　 　 　 電 子 部 品
１ ０ － １ ９ 　 　 コ ネ ク タ 端 子
２ ０ 　 　 　 　 　 コ ネ ク タ
２ １ 　 　 　 　 　 導 電 性 接 合 材
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２ ２ 　 　 　 　 　 ハ ウ ジ ン グ
２ ３ 　 　 　 　 　 カ バ ー
２ ４ 　 　 　 　 　 コ ア 材
２ ５ 　 　 　 　 　 絶 縁 材
２ ６ 　 　 　 　 　 配 線 導 体
２ ７ 　 　 　 　 　 ソ ル ダ レ ジ ス ト
２ ８ 　 　 　 　 　 積 層 板
２ ８ ａ 　 　 　 　 硬 質 積 層 部
２ ８ ｂ 　 　 　 　 弾 性 積 層 部
２ ９ 　 　 　 　 　 折 り 曲 げ 形 状 部
３ ０ 　 　 　 　 　 Ｅ Ｍ Ｉ 用 の チ ッ プ 部 品
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 絶 縁 材 及 び 配 線 導 体 が 幾 重 に も 積 層 さ れ た 部 分
３ ６ － ３ ８ 　 　 接 着 剤
３ ９ 　 　 　 　 　 挿 入 孔
４ ０ 　 　 　 　 　 接 続 用 電 極
４ １ 　 　 　 　 　 リ ー ド 線
５ ０ － ５ ６ 　 　 電 子 回 路 装 置
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(9) JP 2004-259904 A 2004.9.16



フロントページの続き

(72)発明者  江口　州志
            茨城県ひたちなか市大字高場２５２０番地　株式会社日立製作所自動車機器グループ内
(72)発明者  浅野　雅彦
            茨城県ひたちなか市高場２４７７番地　株式会社日立カーエンジニアリング内
(72)発明者  原田　正英
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所生産技術研究所内
(72)発明者  横塚　剛秀
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所生産技術研究所内
(72)発明者  山下　志郎
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所生産技術研究所内
(72)発明者  圷　安夫
            茨城県ひたちなか市大字高場２５２０番地　株式会社日立製作所自動車機器グループ内
Ｆターム(参考) 5E317 AA07  BB12  CC15  CD27  CD32  GG09 
　　　　 　　  5E346 AA03  AA12  AA15  AA32  AA51  BB16  EE44  FF45  HH11 

(10) JP 2004-259904 A 2004.9.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

